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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月25日(2019.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極活物質以外のリチウム化合物を含む正極と、負極と、セパレータと、リチウムイオ
ンを含む非水系電解液とを有する非水系リチウム型蓄電素子であって、
　前記正極は、正極集電体と、前記正極集電体の片面又は両面上に設けられた、正極活物
質を含む正極活物質層とを有し、
　前記負極は、負極集電体と、前記負極集電体の片面又は両面上に設けられた、負極活物
質を含む負極活物質層とを有し、
　前記負極活物質は黒鉛系炭素材料を含み、かつ、
　前記負極活物質層単位体積当たりのＢＥＴ比表面積が１ｍ２／ｃｃ以上５０ｍ２／ｃｃ
以下である、前記非水系リチウム型蓄電素子。
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【請求項２】
　前記負極活物質層の平均細孔径が２ｎｍ以上２０ｎｍ以下である、請求項１に記載の非
水系リチウム型蓄電素子。
【請求項３】
　前記負極活物質の平均粒子径が１μｍ以上１０μｍ以下である、請求項１又は２に記載
の非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項４】
　前記黒鉛系炭素材料が、黒鉛質材料と炭素質材料との複合炭素材料を含む、請求項１～
３のいずれか１項に記載の非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項５】
　前記リチウム化合物の平均粒子径が０．１μｍ以上１０μｍ以下である、請求項１～４
のいずれか１項に記載の非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項６】
　前記リチウム化合物が炭酸リチウム、酸化リチウム、及び水酸化リチウムからなる群か
ら選ばれる少なくとも１種である、請求項１～５のいずれか１項に記載の非水系リチウム
型蓄電素子。
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